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発行 2004年4月30日

44号

「地域で生きる障害者を支える会J!会報

住所:横浜市港北区下田町6-31-8 

活動ホーム『しもだ』肉

TEL 045-562-3600 

FAX 045-562-5991 

一館目「ょっぱホーム」と連携しより安定した活動ヘ

4月14日(水)r第2ょっぱホーム」の聞所式と午後からは内覧会が行われました。これ
に先立って『第2ょっぱホーム」は、 3月29日実質的なスタートをしました。

このたわわ通信でもいろいろご報告してきましたが、入居者は全員一種一級の障害者です。

体験入居も繰り返し行われてきましたが、一館目の『ょっぱホーム」の中で一人ずつ体験し

てきましたので、 2館目のメンバ一同士が泊まるという経験は積んでいません。しかも新し

い環境の中で過ごすという事は、デリケートな重度障害の人達には、厳しいのです。またι

の事は、職員にとっても閉じ事なので、まさに少しずつ少しずつ確かめながら、ボリューム

を増やしていかねばならないところです。

困そこで、現在は、入居者の男性が週に3......4目、女性が2......3日の頻度で、いろいろ

配慮しながら予定を組んでの宿泊となっています。

回スタッフは、職員の女性2、男性2のほか、朝と午後から夜にかけ男女一人づつのホ

ームヘルパーが配属されます。またこの他アルバイトの人も、入ってケアに当たっています

が、少しづっ慣れながら生活のリズムを組み立てているところです。

回一方、訪問看護ステーションとの連携については、入居者一人一人の生育歴、既往症、

現在の状況、投薬などについての聞き取り調査があり、掛かり付けの医師からの指示書の取

り寄せの段階に入っています。この後準備が整い次第、ホーム医師と訪問看護ステーション

からのスタッフの派遣が定期的に行われる事になっています。

固 ところで、入居者の親達はどうでしょうか、これまで手元で細心の注意を払いながら
育ててきた我が子の事です。建設にかかる時から心構えはできているとはいえ、なかなかこ

れで安心という事はありません。こちらの方も少しづっ少しづっ引継ぎをしている段階です。

日常の健康管理、食事のとり方、生活全般について、細かいところまで...フットワークも

軽く(?)グループホームを訪問しています。

これからは事務局会議や家族会も先輩「ょっぱホーム」と一緒に行い、強い連携の中で活

動していくことになっています。
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」W.9ノ1、dzhz、;， ご継続 ありがとうございま
〔敬称略〕

《顧問》

薄井芳夫 若木信子 岩崎千恵 田辺和男 門脇トモ子

《会員》

小栗由美子 宮田忠夫 大原日恵 古田節子 冨岡久子

山田キチ 阿部八重子 中村敏子 花岡満子 福田定子

鈴江美博 高畠慶子 藤田寿子 竹生真喜子 石瀬有治

菅原賢 鈴木仁市 大原友子

《賛助会員》

中村孝太郎 小栗芳久 小栗雄介 小栗洋平 小栗久美子

高橋えい 加藤秀子 笠井満喜子 永津利子 鈴木富子

安田章子 鈴木恒夫 福田徹 小林辰雄 川上三賓

松山伊智子 高畠傑 小堀正巳 明田川節子 佐藤栄吉

佐藤幸市 佐藤由美子 三上文子 森 芳春 吉原ふさ子

小泉寿子 大津富美子 島崎八代子 川口たまえ 石阪勢津子

佐藤政子 白川淳子 岡本美知子 赤瀬福子 浜あい子

川島仁子 山本邦子 山内朋子 渡辺正恵 川尻章子

秋田イト 高畠誠 藤田博 新田裏子 鈴木喜三枝

野口儀子 山田秀夫 池田フク 福田政江 福島喜美代

不動寿江 西脇久夫 竹生義行 井上穂子 矢島国夫

吉田博子

《団体》

フォーラム港北 港北区肢体不自由児父母の会 大原マネジメント研究所

[16年4月 24日現在〕

*ご入金後、通知が届くまでに多少時間を要します。ご了承下さいませ。

すでにご入金済の方、次号でお知らせ致します。

く三委員からの一言二〉

ご苦労も多いと思いますが、どうぞ、頑張って下さい。 鈴木富子

第2ょっぱホーム開所おめでとう御座います。 宮田忠夫

賛助会費お送り申し上げます。お手伝いできず残念ですが、お元気でご活躍ください。

小泉寿子
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一一一一一今月のょっぱホーム-
すがわらかおり

4月から非常勤職員としてょっばホームに入りました菅原香織です。

大学では社会福祉を専攻し、在学中は実習やボランティアで障害者の方々と接する機会

も数多くありました。でも残念なことに私が関わった授産施設のほとんどが自由のない

ものでした。「なぜここまで制限してしまうのかな?J と疑問に思う場面に何度も遭遇

しました。職員の方に伺うと心配だからという理由がほとんどで、利用者の方々に対す

る心配や、地域の方々に対する心配など色々な角度から考え、結果的にそうなっていた

のです。私には、利用者の自由を制限することで何も起こらないようにしているように

思われ、福祉関係に進むのを障賭していました。

しかし、大学3年の時に実習で、行った平塚市の授産施設は、「自由」という言葉がす

んなり受け入れられるような空間でした。利用者さんが生き生きと仕事をしている場

は、私の理想でもありました。ここまで来るまでには色々あって大変だ、ったようですが、

それを乗り越え、現状を作り上げたことはすごいと思いました。そこの施設長の方が、

書いた、イマジンという詩があるのですが、その中に、「自分にある要因を個性といい

ます。取り巻く状況にある要因を障害といいます。自分にあったものを見つけるという

ことを福祉といいます。体が大きい、小さいは障害だと思いますか。体の大きい人が LL

サイズの好みの服をみつけるのは大変で、妥協を余儀なくされることがありますが、個

性でしょうか。 Mサイズが中心の社会なんだから、体をMサイズの服に合わせるしかな

いとなったら、その状況はどうでしょう。体をMサイズの服にあわせられなかったら、

障害者でしょうか。」という 1フレーズがあります。

私はたまにこの詩を読み、利用者の方に自分と同じサイズの服を押し付けていなし、かを

再確認します。そして、利用者の方にとってどのような環境や支援が一番必要であるか

を考えます。グループホームはあまり携わったことがなく、まだ慣れるのに必死ですが、

まず入居者の方にとって一緒にいて疲れないような存在になれたらと思っています。そ

して、一緒に生活したいと思ってもらえるようになれたらと思っています。これから、

自分なりに精一杯頑張っていきたいと思っていますのでよろしくお願い致します。

G 員からの主〉
ー /宅三

一歩一歩着実に願いを適えていっていらっしゃるお姿に心から敬服い -~/-<場葱診yケ/

たしております。私達の取り組んだ事とは又違った大変さの多い事、 命~JPぷ
でもやり甲斐も大きいとは存じます。唯どうぞお身体を大切になさっ 、定多/c:!:..ヱフ

て下さいませ。 島村八代子


